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地下貯蔵タンク等の在庫の管理及び危険物の漏えい時の措置に関する計画
1 危険物の在庫管理に従事する者の職務及び組織に関すること。
	在庫管理責任者
（保安監督者）
	氏　名：
	役　職：

	在庫管理副責任者
（職務代行者）
	氏　名：
	役　職：

	在庫管理副責任者
（危険物取扱者）
	氏　名：
	役　職：


2 危険物の在庫管理に従事する者に対する教育に関する
1．  危険物施設の在庫管理方法の内容、事故対策を含む予防規定等の内容、社（SS） 内の安全規則の内容等は従業員に対する研修等で徹底する。
2．  特に新入社員、アルバイト等については採用時等の時期に研修を徹底する。
3．  危険物の取扱作業に従事する社員等については、できるだけ危険物取扱者 の資格を取得させるとともに、定期的な危険物保安講習の受講に努める。
3  在庫管理の方法
1．  毎週１回以上、漏えい検査管を用いて危険物の漏れを確認する。
２．　  毎週１回以上、危険物の貯蔵又は取扱数量について１／１００以上の精度 で確認する。
4 　 危険物の漏れが確認された場合に取るべき措置。
１．危険物保安監督者等は、危険物の流出及び拡散の防止、流出した危険物の 除去、その他災害の発生防止のための応急処置を講じ、直ちに消防署に通報する。
5 　　管理対象設備
地下貯蔵タンク
	タンク　No.
	油種名
	容　　量
	構　　造

	
	
	KL
	一重殻・二重殻（ＳＦ・ＦＦ）

	
	
	KL
	一重殻・二重殻（ＳＦ・ＦＦ）

	
	
	KL
	一重殻・二重殻（ＳＦ・ＦＦ）

	
	
	KL
	一重殻・二重殻（ＳＦ・ＦＦ）

	
	
	KL
	一重殻・二重殻（ＳＦ・ＦＦ）

	
	
	KL
	一重殻・二重殻（ＳＦ・ＦＦ）


地下埋設配管
	配管系統名(タンクNo.）.
	油種名
	構　　造

	
	
	鋼管・電気防食・FRP配管等

	
	
	鋼管・電気防食・FRP配管等

	
	
	鋼管・電気防食・FRP配管等

	
	
	鋼管・電気防食・FRP配管等

	
	
	鋼管・電気防食・FRP配管等

	
	
	鋼管・電気防食・FRP配管等


地下埋設配管
	タンクNo.(配管系統名)
	油種名
	点検実施日
	点検方法

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


